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6 月

診療時間 AM 9:00 〜 PM 1:00
PM 2:00 〜 PM 6:00

休 診 日 日曜・祭日・木曜

各宗・総合葬祭

㈱マルシン葬祭社
寝台車（霊柩）・ワゴン・マイクロバス

元
和
八
年
（
一
六
二
二
）
最
上
氏
が
改
易
と
な
り
、
徳
川
幕

府
に
よ
り
そ
の
所
領
五
七
万
石
が
分
割
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
う

ち
の
四
万
石
が
上
山
藩
と
し
て
成
立
さ
れ
、

初
の
藩
主
と
し
て
入
部
し
た
の
は
松
平
丹
後

守
重
忠
で
す
。
こ
の
松
平
氏
は
三
河
国
能
見

村
（
現
愛
知
県
岡
崎
市
能
見
町
）
に
居
住
し

て
い
た
こ
と
か
ら
能
見
松
平
と
称
し
ま
し

た
。
十
八
あ
る
い
は
十
四
松
平
と
呼
ば
れ
る

徳
川
宗
家
と
祖
を
同
じ
く
す
る
譜
代
大
名
の

名
門
の
一
つ
で
す
。
当
時
、
東
北
地
方
は
佐

竹
、
最
上
、
伊
達
、
上
杉
な
ど
外
様
大
名
で

占
め
ら
れ
て
お
り
、
最
上
氏
の
改
易
を
機

に
、
幕
府
は
鳥
居
氏
を
山
形
藩
に
置
き
、
そ

の
親
族
関
係
に
あ
る
譜
代
大
名
で
周
り
を

固
め
東
北
の
抑
え
と
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

松
平
重
忠
は
元
和
八
年
（
一
六
二
二
）
十

月
、
遠
江
国
よ
り
一
万
四
千
石
加
増
さ
れ
四

万
国
で
上
山
藩
に
入
部
し
ま
し
た
。
重
忠
は
将
軍
徳
川
秀
忠
の

命
に
よ
り
、
信
濃
国
松
本
藩
小
笠
原
秀
政
の
四
　
男
直
之
を
娘

婿
に
迎
え
、
直
之
は
重
直
と
改
名
し
ま
す
。
寛
永
三
年
（
一
六

二
六
）
七
月
に
重
忠
が
江
戸
勤
番
中
に
亡
く
な
る
と
、
重
直
は

重
忠
の
遺
領
の
う
ち
三
万
国
を
継
ぎ

摂
津
国
三
田
に
移
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
豊
前
国
龍
王
城
、
豊
後
国
高

田
城
を
経
て
息
子
英
親
の
代
に
杵
築

藩
（
木
付
藩
）
に
移
り
、
代
々
杵
築

藩
を
治
め
幕
末
を
迎
え
て
い
ま
す
。

能
見
松
平
氏
の
上
山
在
藩
期
間

は
短
く
、
後
世
の
記
録
に
よ
れ
ば
、

上
山
城
で
火
災
が
あ
り
当
時
の
記
録

は
焼
失
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
上
山
藩
時
代
の
資
料
は
残
念

な
が
ら
残
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
令

和
四
年
（
二
〇
二
二
）
に
上
山
藩
が

誕
生
し
て
か
ら
四
百
年
の
節
目
を
迎

え
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
機
会
に
初

期
上
山
藩
の
基
礎
を
築
い
た
能
見
松

平
氏
お
よ
び
杵
築
藩
（
木
付
藩
）
を
紹
介
す
る
機
会
を
設
け
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●月刊かみのやま巻頭企画

「上山城
お し ろ

」からのたより春・第131号

メモリアルホーム鶴脛

原田眼科医院

上山市十日町９－２
023-672-0008

木曜・土曜 12時まで ／ 休診日：日曜・祝日

（一社）上山市観光物産協会
023（672）0839
http://kaminoyama-spa.com

おうちで楽しむ
お持ち帰りごはん＆お菓子

観光物産協会のホームページでは、会員
の飲食店の中でテイクアウトやデリバリ
ーに対応しているお店を紹介しています。

寿司、お惣菜、アップルパイなど、人気の
味をご自宅でお楽しみください。

能
見
松
平
氏
に
つ
い
て
（
公
財
）
上
山
城
郷
土
資
料
館
学
芸
員

大
場
浩
子

【
常
設
展
示
室
か
ら
】
※
展
示
内
容
の
変
更：

２
階
第
３
展
示
室
に
甲
冑
、
刀
剣
等
の
武
具
類
を
展
示
し
ま
す
。 きつき城下町資料館付近より杵築城を望む



上山がもっと元気に 
なりますように。

私たちは、そんな願いも込めて
山形新聞を毎日お届けしております。

〜新聞をもっと身近に！〜

山新販売㈱　山形市旅篭町2-5-12
山形メディアタワー6F
☎023-635-6111

上山営業所　上山市弁天２丁目
☎023-672-0259

上山南営業所 上山市石崎１丁目
☎023-673-3541

こんな困りごと
ありませんか？

上山市石崎２丁目1番33号
TEL:023-672-0364
携 帯:080-3330-6973

宝 石・メガネ・時 計

タニエ

蟹
仙
洞
写
真
館

◆
お
か
げ
さ
ま
で
売
れ
て
ま
す
！

わ
ん
に
ゃ
ん
シ
リ
ー
ズ

「
猫
の
手
マ
ド
レ
ー
ヌ
」

「
わ
ん
わ
ん
ド
ー
ナ
ッ
ツ
」

「
し
っ
ぽ
フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ
」

上
山
城
登
り
口
☎
六
七
二
—
〇
一
六
九

写
真：

長
谷
川
謙
三

全
盛
期
の
長
谷
川
製
糸
所



6 1 9 27

か
み
の
や
ま
博
物
館
連
絡
会

企　画　展
史跡「楢下宿」の魅力

～芸工大生が“調べた”楢下宿～
■会期 ６月28日（日）まで

9：00〜16：45
■料金 要入館料
※新型コロナウイルス感染防止の休館が
長引いた際は会期の縮小や延期、または
中止の場合有。
★会場・お問合先

開  館 9:00〜17:00
休館日；毎週火曜日

調
査
に
よ
れ
ば
十
日
町
は
元
和
の
末
か
ら
寛
永
に
か
け
て
最

上
家
の
落
人
や
坂
紀
伊
守
の
家
臣
等
の
土
着
に
よ
り

元
和
の
末
か
ら
寛
永
に
か
け
て
開
か
れ
た
も
の
ら
し
く
四
ッ

谷
街
道
と
本
庄
街
道
が
開
発
さ
れ
て
か
ら
は
益
々
繁
昌
し
、

元
禄
の
頃（
一
六
八
八
～
）に
は
裏
町
、北
町
、新
丁
も
開
け
、

表
通
り
が
城
下
町
と
し
完
成
し
た
よ
う
だ
」と
結
ん
で
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
元
和
八
年
以
前
に
は
、
通
り
・
町
家
が
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
で
、
元
和
八
年
（
一
六
二
二
）
以
後
十
日
町

通
り
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

別
考
察
と
し
て
郷
土
史
研
究
会
三
十
周
年
記
念
研
究
誌『
上

山
の
郷
土
』（
昭
和
六
十
年
四
月
）
に
は
木
村
米
雄
氏
の
一
考

が
あ
り
、「
上
山
が
城
下
町
に
形
成
さ
れ
な
い
時
は
前
川
は
三

島
丁
を
流
れ
て
い
た
。
月
岡
丘
陵
に
沿
っ
て
流
れ
、
観
音
寺

の
下
で
淵
を
な
し
、
鏡
ヶ
淵
と
い
わ
れ
た
。（
略
）
当
時
、
矢

来
、
二
日
町
、
十
日
町
付
近
は
川
中
か
河
原
で
あ
っ
た
」
と

し
、
上
山
義
忠
が
月
岡
城
を
築
い
て
よ
り
、
前
川
だ
け
で
な

く
須
川
も
次
第
に
東
に
流
れ
を
移
し
て
い
っ
た
と
考
察
し
て

い
ま
す
。

根
本
資
料
が
な
い
な
か
、
前
川
は
あ
る
時
期
に
移
設
工
事

が
行
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
な
く
、「
徐
々
に
」
と
い
う
語
句

を
入
れ
て
街
並
み
形
成
が
な
さ
れ
た
と
し
た
方
が
適
切
な
の

か
も
知
れ
な
い
と
考
え
始
め
て
い
ま
す
。

参
考
文
献：

梅
津
吉
造
著
『
上
山
郷
土
史
物
語
』『
上
山
繁
昌
記
』、

『
上
山
の
郷
土
』（
郷
土
史
研
究
会
三
十
周
年
記
念
研
究
誌
）

わ
が
町
再
見
『
城
廻
り
』シ
リ
ー
ズ
①

十
日
町
の
こ
と
（
四
）

�
上

宏
上
上

鎌

（（
公
財
）上
山
城
郷
土
資
料
館
理
事
長
）

前
回
ま
で
「
城
廻
り
」
に
つ
い
て
「
上
山
見
聞
随
筆
付
図

集
」
に
も
と
づ
い
て
十
日
町
通
り
の
形
成
過
程
を
見
て
き
ま

し
た
。
今
回
は
、
文
字
資
料
を
中
心
に
考
察
を
続
け
た
い
と

思
い
ま
す
。

郷
土
史
家
梅
津
吉
造
氏
は
初
代
上
山
郷
土
史
研
究
会
長
で

し
た
が
『
上
山
郷
土
史
物
語
』『
上
山
繁
昌
記
』
を
著
し
、
そ

の
『
郷
土
史
物
語
』
に
次
の
記
述
が
あ
り
ま
す
。「
松
平
丹
後

守
（
能
見
松
平
重
忠
・
重
直
）
の
上
山
に
於
け
る
居
城
は
僅

か
に
五
年
で
あ
る
が
、
温
泉
の
移
転
、
道
路
の
開
発
等
そ
の

業
績
見
る
べ
き
も
の
が
あ
っ
た
。（
中
略
）
そ
の
頃
の
往
還

（
道
路
）
は
地
蔵
堂
（
花
立
地
蔵
）
か
ら
軽
井
沢
、
湯
町
を
経

て
十
日
町
に
出
て
川
向
こ
う
か
ら
牧
野
を
通
り
、
楢
下
に
出

て
金
山
峠
を
越
し
た
の
で
（
中
略
）
軍
機
（
上
山
藩
防
備
）

を
保
つ
上
に
よ
ろ
し
く
な
い
の
で
、
四
ッ
谷
に
道
を
開
き
本

庄
街
道
を
開
発
し
て
、
一
般
旅
人
や
参
勤
交
替
＊
の
行
列
が

城
内
を
通
ら
な
い
よ
う
に
往
還
を
改
修
し
た
。
こ
の
事
に
よ

っ
て
、
表
通
り
の
城
下
が
益
々
発
展
し
、
従
来
の
仲
丁
の
方

に
あ
っ
た
月
岡
の
城
門
も
東
向
き
に
改
造
さ
れ
、
追
手
門
が

十
日
町
に
つ
く
ら
れ
た
」
と
城
下
東
の
形
成
の
あ
り
様
を
俯

瞰
し
て
い
ま
す
。（
正
し
く
は
参
勤
交
替
制
度
は
寛
永
十
二
年

（
一
六
三
五
）
に
三
代
徳
川
家
光
に
よ
り
将
軍
家
に
対
す
る
軍

役
奉
仕
を
目
的
に
制
度
化
さ
れ
た
）。

梅
津
吉
造
氏
も
次
の
著
『
上
山
繁
昌
記
』
で
参
勤
交
代
制

の
始
ま
り
を
改
め
て
い
ま
す
。

『
上
山
繁
昌
記
』
は
十
日
町
の
こ
と
を
再
考
察
し
て
い
ま

す
。「
十
日
町
で
最
も
旧
家
と
云
わ
れ
て
い
る
高
橋
彦
四
郎
氏

の
家
系
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。『
高
橋
但
嶋
守
の

長
子
、
彦
一
郞
俊
房
は
天
正
十
四
（
一
五
八
六
）
寒
河
江
に

生
ま
れ
最
上
家
改
易
の
時
、
浪
人
浪
士
と
な
り
寒
河
江
よ
り

上
山
に
引
移
り
当
所
（
下
十
日
町
元
丸
屋
）
に
住
す
、
時
に

元
和
八
（
一
六
二
二
）
壬

�
�
�
�

戌�
�

年
三
十
七
才
な
り
、
万
治
元

戊
�
�
�
�

戌�
�

年
七
十
三
才
で
没
す
。
当
家
上
山
の
初
代
先
祖
と
す
』。



田
舎
武
士
で
あ
る
が
、
我
心
を
尽
し
て
御

身
に
御
不
自
由
は
か
け
ま
じ
く
候
え
ば
。

暫
く
我
が
城
中
に
逗
留
候
え
」
と
伴
い
帰

り
て
妻
と
な
し
、
三
年
に
し
て
玉
の
様
な

男
子
を
挙
げ
た
。
是
が
滿
延
で
あ
る
。
生

れ
乍
ら
に
し
て
豪
傑
の
風
格
を
備
え
て
居

た
の
で
、
寵
愛
を
一
身
に
集
め
て
七
才
と

な
っ
た
。
此
の
年
の
七
月
七
日
行
重
は
十

年
振
り
に
て
羽
衣
を
出
し
て
虫
干
を
し
た
。

是
を
見
た
満
延
の
母
は
矢
も
楯
も
堪
ら
な

く
天
上
が
恋
し
く
な
り
、
羽
衣
を
は
お
っ

て
天
上
高
く
舞
い
上
が
っ
た
が
、
十
年
間

も
連
れ
添
う
た
夫
や
七
才
に
な
っ
た
我
が

子
の
事
を
思
う
と
後
髪
を
引
か
れ
る
様
な

心
地
が
し
て
飛
び
上
が
っ
て
は
又
飛
び
降

り
、
ね
ぐ
ら
離
れ
た
目
無
鳥
の
様
に
し
ば

し
ば
宙
に
迷
っ
て
居
た
け
れ
ど
、
斯
く
す

る
中
に
夫
の
目
に
止
ま
り
な
ば
天
上
に
帰

る
事
も
叶
う
ま
じ
、
斯
く
て
あ
ら
じ
と
恩

愛
の
絆
を
断
ち
切
っ
て
天
上
界
に
帰
ら
れ

た
の
で
る
。

［
編
集
部
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
］

紹
介
し
た
資
料
に
み
る
「
滝
不
動
」
は
、
と
て

も
現
在
流
布
し
て
い
る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ

と
は
異
な
り
、
清
々
し
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、皆
さ
ん
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
以
前
か
ら

こ
の「
滝
不
動
」
は
、
ち
ょ
っ
と
怖
い
心
霊
ス
ポ
ッ

ト
と
し
て
全
国
に
そ
の
名
が
知
ら
れ
て
い
る
わ
け

で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
か
み
の
や
ま
」「
滝
不
動
」

と
検
索
し
て
み
る
と
、
い
ろ
ん
な
方
々
が
ま
こ
と

し
や
か
に
恐
怖
の
体
験
談
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

真
偽
の
ほ
ど
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
暑
く
て
眠

れ
な
い
日
な
ど
は
興
味
本
位
で
覗
い
て
み
る
の
も

一
興
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

登録商標

手づくり洋食を

定休：
木曜日

レ ス ト ラ ン

ご家族連れでどうぞ

駅東口より徒歩5分

ご 商 談 ・ ご 宴 会 に
二階宴会場をご利用下さい

上 山 市 新 湯 6 - 3 4

割り子そば 

石臼挽きそば

最
上
義
光
の
部�

�

将
と
し
て
其
の
豪
勇
を

一
世
に
轟
か
せ
た
日
野
満
延
は
、
羽
州
延

沢
の
城
主
薩
摩
守
行
重
の
子
で
あ
る
。
行

重
は
初
め
子
な
き
を
憂
い
て
凡�

�

天
王
に
祈

願
し
た
。
満
願
の
夜
凡
天
王
は
一
老
翁
に

現
じ
、

「
汝
是
よ
り
南
方
上
山
に
行
け
ば
清
瀑
あ

り
て
美
姫
遊
ぶ
あ
り
、
是
を
婦
と
な
さ
ば

必
ず
子
あ
る
べ
し
、
夢
々
疑
う
な
か
れ
」

と
告
げ
て
、
か
き
消
す
様
に
失
せ
た
。
行

重
は
上
山
に
行
っ
て
尋
ね
る
と
果
た
し
て

沢
山

�
�
�
�

の
青
葉
香
る
谷
合
に
糸
を
垂�

�
れ
た
様

な
美
し
い
滝
が
あ
っ
た
。
行

�
�
�

重
は
此
の
滝

津
瀬
に
浴
し
て
祈
願
し
て
居
る
と
、
天
か

ら
花
が
降
り
、
香
薫
漂
う
と
思
う
間
に
十

二
人
の
天
女
が
降
り
、
各
々
の
羽
衣
を
解

い
て
傍
ら
の
松
が
枝
に
か
け
、
此
の
清
流

に
浴
し
て
水
鳥
の
様
に
楽
し
く
遊
ぶ
。
彼

女
等
の
優
美
な
玉
の
肌
に
行
重
は
恍
惚
と

し
て
見
と
れ
て
居
た
が
、
や
が
て
一
人
の

天
女
の
羽
衣
を
取
っ
て
隠
し
た
。
暫
く
し

て
天
女
等
は
人
の
あ
る
事
を
知
り
急
に
羽

衣
を
着
て
天
高
く
舞
い
上
が
っ
た
が
、
其

の
中
の
一
人
の
天
女
は
自
分
の
羽
衣
だ
け

が
な
か
っ
た
の
で
、
そ
こ
に
泣
き
伏
し
た
。

行
重
は
静
か
に
彼
女
の
そ
ば
に
寄
り
、「
御

つ
れ
の
方
々
は
皆
帰
り
し
に
御
身
一
人
何

と
て
そ
こ
に
止
ま
り
て
嘆
き
給
う
ぞ
」
と

や
さ
し
く
問
え
給
え
ば
彼
女
は
漸
く
顔
を

あ
げ
「
妾
は
天
上
界
に
住
む
天
人
な
れ
ど

も
余
り
に
も
美
し
い
下
界
の
景�

�

色
に
あ
こ

が
れ
て
滝
津
瀬
に
遊�

び
た
る
も
羽
衣
な
く

て
は
天
上
に
帰
る
事
が
出
来
ず
、
さ
り
と

て
天
人
の
身
と
し
て
下
界
に
住
む
事
も
叶

は
ざ
れ
ば
、
如
何
せ
ん
と
思
い
悩
ん
で
居

る
の
で
あ
る
と
な
げ
か
せ
給
う
」
そ
の
か

ん
ば
せ
は
雨
に
濡
れ
た
る
海
堂
が
、
露
に

う
ろ
う
る
し
ゃ
く
薬
の
風
情
で
、
其
の
容

姿
は
実
に
美
し
く
、
又
痛
々
し
く
も
あ
っ

た
。「
そ
れ
で
は
お
こ
と
は
、
天
人
に
て
お

わ
せ
し
か
、
我
は
延
沢
の
城
主
行
重
と
申
す

郷
土
史
資
料
「
滝
不
動
に
残
る
伝
説
」（
梅
津
�
造
著
『
上
山
郷
土
史
物
語
』よ
り
）

編
集
部



♪
驚
い
た
♪
驚
い
た
♪
驚
い
た

あ
―
江
戸
時
代
の
上
山
屋
台
―

上
山
郷
土
史
抄
他(
歴
史
書
２)

昭
和
二
十
九
年
十
月
上
山
市
が
誕
生
し
ま

し
た
。
歴
史
的
に
は
明
治
四
年
七
月
上
山

県
、
十
一
月
山
形
県
上
山
出
張
所
と
な
り
、

明
治
二
十
二
年
四
月
よ
り
上
山
町
と
変
遷
し

て
後
、
昭
和
と
な
り
近
隣
の
村
を
大
合
併
し

て
の
誕
生
で
す
。
え
え
？
上
山
県
か
ら
山
形

県
か
ら
町
か
ら
市
？
　
私
は
昭
和
三
十
年
一

月
に
上
山
市●

で
生
ま
れ
ま
し
た
。
同
窓
生
は

所
謂
２
９
年
組
で
九
月
誕
生
ま
で
は
上
山
町●

生
ま
れ
の
大
先
輩
だ
っ
た
の
で
す
ね
。
東
京

タ
ワ
ー
に
象
徴
さ
れ
る
『
三
丁
目
の
夕
日
』

の
様
に
戦
後
の
混
乱
期
か
ら
高
度
成
長
期
に

向
か
う
希
望
と
激
動
の
時
代
で
し
た
。

さ
て
、
上
山
屋
台
の
始
ま
り
に
つ
い
て

は
、
上
山
市●

史
に
よ
り
多
く
の
事
が
解
り
ま

し
た
が
、
記
述
出
典
の
『
上
山
年
代
略
記
』

昭
和
六
年
発
行
に
興
味
を
持
ち
、
改
め
て
上

山
市
立
図
書
館
に
調
べ
に
行
き
ま
し
た
。
学

生
時
代
は
不
勉
強
で
遊
ん
で
ば
か
り
だ
っ
た

の
に
、
一
生
の
間
に
帳
尻
は
合
う
も
の
で
す

ね
。
解
か
っ
た
こ
と
は
著
者
は
岡
村
利
蔵
。

十
日
町
の
菓
子
舗
高
野
屋
７
代
目
で
実
は
、

『
わ
が
町
内
誌
中
十
日
町
』
や
『
上

山
の
消
防
「
纏(

ま
と
い)

」』
を
著

し
た
岡
村
利
三
郎
の
先
代
だ
っ
た

よ
う
で
す
。
更
に
上
山
市
史
以
前

の
『
上
山
町
史
』
大
正
四
年
編
纂

―
河
合
孝
朔
著
に
は
『
上
山
見
聞

随
筆
』
を
出
典
と
し
て
記
述
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
本
は
菅
沼
定

昭（
弘
化
三
年
～
明
治
四
十
五
年
）

著
で
明
治
三
十
五
年
発
行
。
屋
台
の
記
述
は

四
之
巻
『
八
幡
宮
御
祭
礼
の
町
々
の
屋
台
の

出
し
始
め
は
…
』
と
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
の

様
々
な
記
述
の
出
典
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で

し
た
。
果
た
し
て
菅
沼
さ
ん
は
ど
ん
な
祭
り

を
見
て
ど
ん
な
本
を
出
典
と
し
て
宝
暦
二
年

の
事
を
書
い
て
く
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
？
調

べ
れ
ば
調
べ
る
ほ
ど
次
か
ら
次
の
興
味
が

湧
い
て
き
ま
す
。
も
っ
と
若
い
う
ち
か
ら
ス
ポ

アライ美 容 院

泡エステで10歳、
若返りませんか！

♡ニキビ・
吹き出物

♡シミ・小じわ
♡アトピーなど

♡毛穴の黒ずみ
♡手の荒れ

♡美白・
リフトアップ

ムース♥デコ

特許取得
原点に戻った新発想

他店にはないメニュー！

秋
―
憶
上
車
記
の
『
踊
り
山
車
』
台
�
泉
―
祭
山
温
屋
台
踊
り
山
車
振
興
会

小
松
正
明

明治初期の山屋台

SOPHIA
tel&fax. 023- 673- 0517

上山市南町2-7

〝じぶん〟流に…
四季折々を愉しもう！

ン
ジ
の
よ
う
な
探�

�

究
心
が
あ
っ
た
な
ら
も
う

少
し
ま
し
な
人
間
に
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
に

と
反
省
す
る
事
し
き
り
で
す
が
、
後
の
祭
り

…
。
更
な
る
書
物
は
『
上
山
郷
土
史
抄
』
昭

和
五
一
年
発
行
武
田
昭
蔵
著
で
『
そ
の
他
、

江
戸
中
期
に
は
、
京
都
の
祇
園
祭
の

様
な
山
車
（
山
鉾
）
が
城
下
町
を
練

り
歩
き
疫
病
を
払
う
と
い
う
夏
祭
り

が
行
は
れ
た
け
れ
ど
藩
主
の
交
代
で

永
続
き
せ
ず
、
廃
絶
し
た
の
も
あ

る
』
と
あ
り
ま
す
。
え
っ
？
『
お
で

ん
の
様
』
の
祭
り
の
事
？

石
崎
の
お
天
王
様
は
明
暦
四
年

（
一
六
五
八
）全
国
に
疫
病
が
流
行
っ

た
為
、
土�

�

岐
山
城
守
頼
行
公
が
京
都
八
坂
神

社
か
ら
勧
請
し
て
祇
園
精
舎
の
守
り
神
牛
頭

�

�

天
王
を
祀
っ
て
疫
病
を
払
っ
た
と
言
う
創
建

で
す
。
そ
の
為
全
国
の
祇
園
社
と
同
じ
七
月

十
五
日
が
祭
り
日
で
す
。
明
治
初
期
の
山
車

の
写
真
は
そ
の
名�

残
り
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
八
幡
様
の
秋
祭
り
の
他
に
お
天
王
様
の

夏
祭
り
に
も
山
車
が
出
て
い
た
訳
で
す
。
飛

騨
高
山
藩
主
の
金
森
公
の
縁
か
ら
す
る
と
高

山
祭
の
よ
う
な
盛
大
な
上
山
の
山
車
祭
り
が

夏
、
秋
と
あ
っ
た
事
に
想
像
が
飛
ん
で
わ
く

わ
く
し
ま
す
。
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
で
困
っ
て

い
る
今
こ
そ
、
山
鉾
で
も
出
す
べ
き
な
の
で

し
ょ
う
か
？
残
念
な
が
ら
京
都
祇
園
祭
も
お

天
王
様
の
お
祭
り
も
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
改
め
て
石�

�

崎
神
社
の
社
殿
前
を
孫

と
一
緒
に
掃
除
し
て
清
め
、
疫
病
退
散
を
祈

願
参
拝
し
て
来
ま
し
た
。

孫の石崎神社掃除



「写経会」：毎月第４土曜日９時から
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◆
連
載
◆

ふ
る
さ
と
へ
の
便
り
第
五
十
回

武
　
田
　
幹
　
雄

る
と
「
君
」
と
い
う
字
に
な
る
ん
だ
な
あ
。
実
に
う
ま
い
。
終
息

し
た
ら
仲
良
く
し
ま
し
ょ
う
。
豊
満
な
女
性
の
胸
元
が
ア
ッ
プ
の

動
画
。
オ
ヨ
ッ
と
思
っ
た
ら
、
正
体
は
な
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
の
お

尻
。
そ
れ
を
見
た
僕
を
「
引
っ
か
か
っ
た
な
」
と
で
も
言
う
よ
う

に
笑
っ
て
る
赤
ち
ゃ
ん
が
登
場
す
る
寸
法
。

更
に
、
さ
だ
ま
さ
し
の
関
白
宣
言
は
替
え
歌
「
緊
急
事
態
宣

言
」
に
変
身
し
、
小
さ
い
秋
見
つ
け
た
は
「
安
倍
の
マ
ス
ク
見
つ

け
た
」
で
登
場
と
面
白
い
動
画
は
あ
ち
こ
ち
に
拡
散
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

最
近
、
グ
ル
ー
プ
ラ
イ
ン
で
見
た
の
は
、
マ
ス
ク
を
し
た
外
国

人
が
登
場
。
マ
ス
ク
は
シ
ャ
ツ
と
同
じ
柄
。
し
ゃ
れ
て
る
な
あ
、

と
見
て
い
る
と
…
向
き
を
変
え
て
後
ろ
姿
が
映
さ
れ
る
と
、
そ
の

マ
ス
ク
は
シ
ャ
ツ
の
お
尻
の
部
分
を
切
り
取
っ
て
作
ら
れ
た
も
の

と
分
か
る
仕
掛
け
。
お
ま
け
に
尻
は
丸
出
し
で
大
笑
い
し
ま
し
た

が
、
我
慢
、
辛
抱
を
笑
い
に
替
え
る
術
を
、
皆
さ
ん
ご
存
じ
な
の

で
す
ね
。

我
が
家
で
も
楽
し
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
八
歳
の
孫
に
と
庭

に
植
え
た
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
苗
に
、
花
が
咲
き
ま
し
た
。
昨
年
、
帰

省
の
際
に
市
内
、
阿
弥
陀
地
の
「
高
橋
フ
ル
ー
ツ
ラ
ン
ド
」
で
買

い
求
め
た
も
の
で
す
。
社
長
自
ら
、
育
て
方
を
教
え
て
く
れ
て

「
実
が
成
ら
な
か
っ
た
ら
取
り
替
え
て
あ
げ
る
か
ら
」
と
い
う
サ

ー
ビ
ス
心
。
受
粉
し
な
く
て
も
実
が
成
る
品
種
な
の
だ
そ
う
で

す
。
故
郷
の
サ
ク
ラ
ン
ボ
は
毎
年
、
長
清
水
の
梅
津
和
夫
さ
ん
の

農
園
か
ら
送
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
味
は
も
ち
ろ
ん
色
、
形

と
に
か
く
一
級
品
。
日
本
ハ
ム
・
栗
山
監
督
も
楽
し
み
に
し
て
い

る
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
季
節
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
ね

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
伴
う
「
緊
急
事
態
宣
言
」
山
形
は
五

月
十
四
日
、
解
除
に
な
り
ま
し
た
ね
。
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。
感
染

者
ゼ
ロ
が
続
い
て
い
る
頃
か
ら
ず
っ
と
気
を
揉
ん
で
い
ま
し
た
。

も
っ
と
も
僕
の
住
ま
う
千
葉
県
は
ま
だ
道
半
ば
。
拙
稿
が
目
に
留

ま
る
頃
解
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
な
い
日
々
。
こ
ん
な
に
空
虚
だ
と
は
思
い
も
し
ま

せ
ん
で
し
た
。
大
相
撲
春
場
所
の
無
観
客
開
催
。
歓
声
の
無
い
土

俵
に
無
性
に
腹
が
立
ち
、
観
客
の
有
難
さ
、
必
要
性
を
改
め
て
感

じ
ま
し
た
。
プ
ロ
野
球
も
、
サ
ッ
カ
ー
の
Ｊ
リ
ー
グ
も
、
バ
ス
ケ

ッ
ト
の
Ｂ
リ
ー
グ
か
ら
選
抜
高
校
野
球
ま
で
次
々
に
中
止
に
な
っ

て
、
は
た
ま
た
東
京
五
輪
は
延
期
。
ス
ポ
ー
ツ
新
聞
に
ス
ポ
ー
ツ

の
記
事
が
ゼ
ロ
。
ウ
イ
ル
ス
の
恐
ろ
し
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

僕
は
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
を
倣
っ
た
わ
け
で
は
な
い
で
す
が
、
う
が

い
を
励
行
し
、
手
は
こ
ま
め
に
洗
っ
て
も
マ
ス
ク
し
な
い
派
で
し

た
。
今
は
ど
こ
に
行
く
に
も
鞄
に
は
予
備
も
含
め
て
２
枚
。
車
の

中
に
も
３
枚
。
他
に
ウ
エ
ッ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
持
ち
歩
き
ま
す
。

所
変
わ
っ
て
東
京
・
日
本
橋
の
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ジ
ジ
＆
バ
バ
」

今
回
の
自
粛
要
請
を
受
け
て
営
業
を
縮
小
、
親
子
三
人
で
切
り
盛

り
し
て
い
ま
す
が
、
オ
ー
ナ
ー
の
駒
沢
君
も
相
当
参
っ
て
い
ま

す
。
人
生
の
終
盤
に
こ
ん
な
こ
と
が
あ
る
と
は
と
、
た
め
息
を
つ

き
、
支
援
要
請
を
国
に
お
願
い
し
て
も
申
請
書
類
作
成
が
難
し
過

ぎ
て
、
腹
立
た
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
大
学
の
法
学
部
を
卒
業
し

て
も
こ
の
通
り
。
ま
し
て
や
、
と
思
う
こ
と
ば
か
り
の
コ
ロ
ナ
対

策
で
す
。

そ
れ
で
も
〝
蟄
居
〟
を
楽
し
も
う
と
い
う
、
仲
間
か
ら
送
ら
れ

て
く
る
ラ
イ
ン
と
か
Ｆ
Ｂ
の
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
癒
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
の
一
つ
が
こ
れ
。
＝
写
真
＝

し
ば
ら
く
は

離
れ
て
暮
ら

す
　
コ
と
ロ

と
ナ
　
つ
ぎ

逢
ふ
時
は

君
と
い
ふ
字

に
カ
タ
カ
ナ

の
コ
・
ロ
・
ナ

（
上
山
出
身：

千
葉
市
在
住
）
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流
罪
な
ど
の
処
罰
が
さ
れ
（
酒
井
忠
清
は

同
年
五
月
に
死
去
し
て
い
る
）、
累
は
越
後

松
平
家
の
一
門
に
も
及
び
松
平
直
矩
は
一

五
万
石
か
ら
八
万
石
を
削
ら
れ
播
磨
国
姫

路
か
ら
豊
後
国
日
田
へ
転
封
、
出
雲
広
瀬
藩

主
松
平
近
栄
は
三
万
石
か
ら
一
万
五
千
石
へ

削
ら
れ
た
。

光
長
は
後
に
罪
を
許
さ
れ
、
松
平
直
矩
の

子
宣
富
を
養
子
と
し
、
宣
富
は
美
作
津
山
藩

一
〇
万
石
に
封
じ
ら
れ
越
後
松
平
家
は
再
興

し
て
い
る
。

さ
て
、
写
真
で
示
し
た
古
文
書
だ
が
、

「
高
田
上
使
信
之
公
御
出
馬
行
列
之
次
第
」

と
い
う
表
紙
が
つ
い
て
い
る
。「
高
田
」
の
意

味
は
事
件
の
あ
ら
ま
し
で
述
べ
た
通
り
高
田

藩
の
高
田
。
で
は
「
上
使
」
と
は
な
に
か
？

歴
史
民
俗
用
語
辞
典
に
よ
る
と
ジ
ョ
ウ
ズ

カ
イ
と
読
む
こ
と
も
あ
る
よ
う
だ
が
、
一
般

的
に
は
ジ
ョ
ウ
シ
と
読
む
。
そ
の
意
味
は
、

①
　
中
世
の
上
級
権
力
者
か
ら
の
使
者
。

公
命
を
帯
び
て
派
遣
さ
れ
る
。

②
　
近
世
の
幕
府
か
ら
の
使
者
。
諸
大
名

な
ど
に
上
意
を
伝
え
る
た
め
に
派
遣
。

と
あ
る
。
さ
ら
に
「
信
之
公
」
と
は
、
当
時

大
和
国
郡
山
八
万
石
を
領
し
て
い
た
藤
井
松

平
家
五
代
当
主
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
老
中
ま

で
登
り
詰
め
た
人
物
で
あ
る
が
、
熊
沢
蕃
山

を
め
ぐ
っ
て
幕
府
か
ら
睨
ま
れ
改
易
寸
前
ま

で
追
い
や
ら
れ
る
。
十
四
松
平
の
一
角
、
譜

代
大
名
の
藤
井
松
平
家
が
三
万
石
に
減
封
さ

れ
、
上
山
に
国
替
え
と
な
る
経
緯
は
そ
こ
に

あ
っ
た
。

さ
て
、
次
に
「
御
出
馬
」
だ
が
、
三
省
堂

大
辞
林
に
よ
る
と
、

①
馬
に
乗
っ
て
出
か
け
る
こ
と
。
特
に
、

一
軍
の
将
が
戦
場
に
乗
り
込
む
こ
と
。

②
高
い
地
位
に
あ
る
者
が
、
そ
の
場
へ
出

向
く
こ
と
。

高
田
藩
で
起
こ
っ
た
御
家
騒
動
の
後
始
末

に
、
幕
府
の
命
で
藤
井
松
平
氏
の
軍
勢
が
出

役
し
た
わ
け
だ
が
、
そ
れ
に
出
陣
し
た
藩
士

の
名
前
が
記
さ
れ
た
古
文
書
な
の
で
あ
る
。

は
じ
め
に
事
件
の
あ
ら
ま
し

越
後
騒
動
は
江
戸
時
代
に
越
後
国
高
田
藩

（
現
在
の
新
潟
県
上
越
市
）
で
起
こ
っ
た
御
家
騒

動
。
藩
政
を
執
っ
て
い
た
首
席
家
老
小
栗
美
作

と
、
こ
れ
に
敵
対
す
る
お
為
方
を
称
す
る
一
族

重
臣
と
が
争
い
、
将
軍
徳
川
綱
吉
の
裁
定
で
両

派
に
厳
し
い
処
分
が
下
さ
れ
、
高
田
藩
は
改
易

と
な
っ
た
。

徳
川
家
康
の
次
男
松
平
秀
康
は
越
前
国
北

ノ
庄
（
福
井
藩
）
六
七
万
石
を
領
し
た
が
、

元
和
九
年（
一
六
二
三
）、
二
代
忠
直
の
と
き

乱
行
を
理
由
に
改
易
と
な
っ
た
。
寛
永
元
年

（
一
六
二
四
）、
越
前
に
は
越
後
高
田
を
領
し

て
い
た
忠
直
の
弟
忠
昌
が
入
り
、
忠
直
の
子

仙
千
代
（
光
長
）
は
越
後
国
高
田
藩
二
六
万

石
を
新
た
に
与
え
ら
れ
た
。

光
長
は
家
康
の
曾
孫
に
あ
た
り
、
更
に
母

は
二
代
将
軍
秀
忠
の
娘
勝
姫
で
あ
り
、
御
三

家
に
准
じ
る
越
後
中
将
家
と
し
て
重
ん
じ
ら

れ
た
。
高
田
藩
は
開
墾
を
盛
ん
に
行
い
内
高

は
三
六
万
石
あ
ま
り
と
な
っ
て
い
た
。

延
宝
九
年（
一
六
八
一
）六
月
、小
栗
美
作
、

永
見
大
蔵
、
荻
田
主
馬
が
江
戸
城
に
召
喚
さ

れ
、
将
軍
綱
吉
の
親
裁
が
行
わ
れ
た
。
短
い

質
疑
の
後
、
綱
吉
は
裁
定
を
下
し
た
。
美
作

派
に
対
し
て
は
小
栗
美
作
と
そ
の
子
大
六
は

切
腹
、
そ
の
親
族
と
一
派
の
者
は
流
罪
、大

名
家
へ
お
預
け
と
な
っ
た
。
お
為
方
に
対
し

て
も
首
謀
者
の
永
見
大
蔵
、
荻
田
主
馬
は
八

丈
島
に
、岡
島
壱
岐
、本
多
七
左
衛
門
は
三
宅

島
に
そ
れ
ぞ
れ
流
罪
、
そ
の
他
も
大
名
家
お

預
け
、
追
放
と
な
っ
た
。
両
派
と
も
に
極
め

て
厳
し
い
処
分
が
下
さ
れ
た
。

藩
主
光
長
に
対
し
て
も
家
中
取
り
締
ま
り

不
行
届
き
で
あ
る
と
し
て
城
地
没
収
の
上
、

伊
予
松
山
藩
主
松
平
定
直
へ
お
預
け
の
命
が

下
っ
た
。
世
継
の
綱
国
も
備
後
国
福
山
藩
へ

預
け
ら
れ
た
。

更
に
先
の
裁
定
を
行
っ
た
幕
府
関
係
者
も

資
料
室
上
山
に
残
る
古
文
書

「
高
田
上
使
御
出
馬
行
列
之
次
第
」一
六
八
一（
延
宝
九
）七
月

上
村
　
昶

（
郷
土
史
愛
好
家
）
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観
葉
植
物
を
飾
る
こ
と
が
あ
り
、
段
々
と

自
分
が
父
親
に
似
て
き
た
こ
と
を
実
感
し

た
の
で
あ
っ
た
。

私
の
両
親
は
二
年
程
前
か
ら
上
山
市
で

イ
タ
リ
ア
ン
の
飲
食
店
を
営
ん
で
い
る
。

私
が
小
学
生
の
頃
に
も
山
形
市
内
で
『
み

く
た
』
と
い
う
私
の
本
名
を
逆
か
ら
読
ま

せ
た
名
前
の
店
を
営
ん
で
い
た
ら
し
い

が
、
父
親
が
従
業
員
に
怒
鳴
っ
て
い
る
姿

く
ら
い
し
か
ほ
と
ん
ど
記
憶
に
は
残
っ
て

い
な
い
。
今
で
こ
そ
三
人
の
孫
に
囲
ま
れ

て
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
顔
を
し
て
い
る
が
、

本
当
に
よ
く
怒
る
父
親
で
あ
っ
た
。
母
親

は
と
い
う
と
若
い
頃
は
美
容
師
を
や
っ
て

い
た
ら
し
い
が
、
今
の
店
を
出
す
ま
で
は

病
院
で
ヘ
ル
パ
ー
の
資
格
を
活
か
し
た
仕

事
を
し
て
い
た
。
私
が
中
学
生
の
頃
か
ら

「
資
格
を
取
ら
な
い
と
将
来
や
っ
て
い
け

な
い
よ
」
と
「
看
護
師
と
か
ど
う
か
し
ら
」

が
母
親
の
口
癖
だ
っ
た
た
め
か
漠
然
と
将

来
は
看
護
師
に
な
る
も
の
だ
と
思
い
込
ん

で
お
り
、
実
際
に
そ
の
通
り
に
な
っ
た
。

更
に
は
私
に
は
二
つ
年
の
離
れ
た
姉
が
い

る
の
だ
が
、
ピ
ア
ノ
の
調
律
師
の
資
格
を

持
っ
て
い
る
ら
し
く
同
じ
く
母
親
に
擦

り
込
ま
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
踏
ん
で

い
る
。

外
食
や
遊
び
に
行
け
な
い
ス
ト
レ
ス
は

確
か
に
あ
る
が
、
ゆ
っ
く
り
と
花
で
も
育

て
な
が
ら
家
族
の
時
間
を
設
け
る
良
い
機

会
に
で
き
れ
ば
と
、
母
の
日
に
花
の
一
つ

も
贈
ら
な
い
息
子
も
そ
う
思
う
の
で
あ
っ

た
。
と
い
う
わ
け
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
が
終
息
し
ま
し
た
ら
、
上
山
市
役
所
近

く
の
『
リ
ス
ト
ラ
ン
テichie

』
を
ど
う

か
ご
贔
屓
に
。

先
日
、
築
三
年
ほ
ど
に
な
る
我
が
家
の

庭
先
に
、
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
と
サ
ザ
ン
カ
の
木

が
そ
れ
ぞ
れ
二
本
ず
つ
植
え
ら
れ
た
。
同

居
し
て
い
る
両
親
が
日
よ
け
と
視
線
対
策

の
た
め
に
手
配
し
て
く
れ
た
も
の
で
、
実

際
植
え
ら
れ
た
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
こ
れ

が
な
か
な
か
に
い
い
感
じ
な
の
で
あ
っ

た
。
今
ま
で
玄
関
先
の
景
観
に
つ
い
て
殊

更
興
味
が
湧
く
こ
と
も
な
か
っ
た
の
だ

が
、
気
付
け
ば
こ
ど
も
達
を
外
へ
引
っ
張

り
出
し
て
一
緒
に
砂
利
を
退
か
し
、
一
心

不
乱
に
土
を
掘
り
起
こ
し
て
い
た
。
そ
の

足
で
某
ヨ
ー
ク
タ
ウ
ン
に
あ
る
コ
メ
リ
へ

と
向
か
い
、
煉
瓦
と
土
、
名
前
も
知
ら
な

い
青
と
白
の
植
物
を
購
入
し
て
素
人
く
さ

い
ガ
タ
ガ
タ
の
花
壇
が
完
成
し
た
の
で
あ

る
。
長
い
自
粛
期
間
の
最
中
、
私
の
家
系

に
は
暇
が
あ
る
と
植
物
を
植
え
た
く
な
る

習
性
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
思
い
返
せ
ば

私
の
父
親
の
実
家
に
は
少
し
広
め
の
庭
が

あ
り
、
幼
い
な
が
ら
に
花
を
眺
め
た
り
、

そ
の
中
を
歩
き
回
る
の
が
好
き
だ
っ
た
。

祖
母
は
植
物
に
詳
し
く
、
庭
の
花
に
つ
い

て
話
し
て
く
れ
る
と
何
と
な
く
誇
ら
し
く

思
え
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
一
昨
年
あ

た
り
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
き
っ
か
け
に
多
肉
植
物

が
流
行
し
、
そ
の
時
期
に
私
も
サ
ボ
テ
ン

や
ら
ア
エ
オ
ニ
ウ
ム
や
ら
を
勢
い
で
集
め

た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
今
で
は
妻
が
生
き

残
っ
た
ア
ロ
エ
を
一
株
育
て
て
く
れ
て
い

る
の
み
で
あ
る
。私
の
父
親
も
、以
前
か
ら

ど
こ
か
ら
持
っ
て
き
た
の
か
突
然
大
き
な

連
載
エ
ッ
セ
イ

か
ん
ご
し
通
信
そ
の
９

え
も
　
た
く
み

（
上
山
市
在
住
／
看
護
師
）
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《
第
六
十
三
》
最
北
端
だ
ら
け

八
月
二
日
（
一
三
六
日
目
）
稚
内
市→

猿
払
村
さ
る
ふ
つ
公
園

六
四
㎞

朝
六
時
に
起
き
る
。
稚
内
副
港
市
場
で
は
お
祭
り
を
や
っ
て
い
た
。

「
副
港
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
」
と
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
競
艇
を
想
像
し
て
い

る
と
、
十
人
乗
り
手
漕
ぎ
ボ
ー
ト
の
団
体
競
技
だ
っ
た
。
パ
ド
ル
の

動
き
が
ぴ
っ
た
り
揃
っ
て
い
る
と
速
さ
が
違
う
。
全
十
六
チ
ー
ム
見

る
と
午
後
三
時
ま
で
か
か
る
よ
う
だ
っ
た
。
六
五
円
の
ホ
タ
テ
焼
き

を
二
個
、
六
五
円
の
て
っ
ぽ
う
汁
（
カ
ニ
汁
）
を
食
べ
な
が
ら
レ
ー

ス
を
観
戦
し
た
。
こ
の
安
さ
と
美
味
し
さ
は
さ
す
が
北
海
道
だ
。
十

一
時
に
宗
谷
岬
に
向
け
て
国
道
二
三
八
号
を
走
り
出
し
た
。
稚
内
の

街
を
抜
け
る
と
建
物
が
な
く
な
り
、
右
に
牧
草
の
丘
、
左
に
宗
谷
湾

が
あ
る
。
海
か
ら
の
強
風
と
冷
気
が
日
本
縦
断
最
後
の
試
練
だ
。
八

月
と
言
っ
て
も
気
温
は
十
三
度
で
半
袖
で
は
と
て
も
走
れ
な
い
。
湾

の
色
も
空
と
同
じ
ど
ん
よ
り
し
た
色
で
、
た
ま
に
雨
が
顔
に
当
た
る
。

雨
男
の
本
領
発
揮
と
言
っ
た
と
こ
ろ
だ
。
降
り
そ
う
な
曇
天
の
時
に

外
に
出
る
と
、
雨
が
落
ち
て
く
る
。
そ
う
い
う
運
命
だ
。
最
南
端
佐

多
岬
の
時
も
天
気
は
こ
ん
な
感
じ
だ
っ
た
。
宗
谷
岬
に
少
し
ず
つ
近

づ
く
に
つ
れ
、
色
ん
な
事
が
思
い
出
さ
れ
て
体
の
内
側
か
ら
熱
く
な

る
。
旅
を
始
め
た
と
き
に
比
べ
れ
ば
、
少
し
は
逞
し
く
な
っ
た
だ
ろ

う
か
。
徒
歩
、
自
転
車
、
バ
イ
ク
、
車
。
旅
人
は
ど
ん
な
気
持
ち
で

こ
の
場
所
に
辿
り
つ
く
の
だ
ろ
う
。
三
月
二
一
日
に
東
京
か
ら
沖
縄

ま
で
フ
ェ
リ
ー
で
渡
り
一
三
六
日
目
。
ス
タ
ー
ト
か
ら
九
四
二
七
㎞
。

つ
い
に
最
北
端
の
宗
谷
岬
に
到
着
し
た
。
よ
く
ま
あ
、
自
転
車
で
遠

く
ま
で
来
た
も
ん
だ
。
そ
し
て
自
転
車
で
来
れ
る
も
ん
だ
。
駐
車
場

は
「
わ
」
ナ
ン
バ
ー
や
他
県
ナ
ン
バ
ー
の
車
で
い
っ
ぱ
い
だ
。
順
番

に
写
真
を
撮
っ
て
い
る
と
自
転
車
旅
人
も
や
っ
て
く
る
。
こ
の
場
所

は
旅
人
が
必
ず
訪
れ
る
場
所
に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
曇
り
で
樺
太

は
見
え
な
か
っ
た
。
間
宮
林
蔵
の
像
の
陰
か
ら
キ
ツ
ネ
が
出
て
く
る
。

寄
っ
て
く
る
こ
と
は
な
い
が
逃
げ
な
い
。
人
を
恐
れ
て
は
い
な
い
よ

う
だ
。
最
北
端
記
念
に
宗
谷
岬
の
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
を
買
い
、
最
北
端

の
ポ
ス
ト
に
投
函
し
た
。
一
区
切
り
で
は
あ
る
が
宗
谷
岬
が
ゴ
ー
ル

で
は
な
い
。

こ
う
い
う
時
に
気
が
緩
む
と
、
や
ら
か
す
こ
と
が
多
い
の
は
自
分
が

一
番
わ
か
っ
て
い
る
。
気
を
引
き
締
め
て
全
都
道
府
県
制
覇
を
し
て

無
事
に
家
に
帰
ろ
う
。

一
時
間
半
ほ
ど
滞
在
し
て
南
下
を
始
め
る
。
こ
こ
は
最
北
端
、あ
と

は
南
下
し
か
な
い
。強
風
の
向
か
い
風
で
ち
っ
と
も
進
ま
な
い
。
そ
し

て
本
当
に
何
も
な
い
道
を
三
〇
㎞
走
っ
て
、
猿
払
に
着
い
た
。
道
の

駅
さ
る
ふ
つ
公
園
の
芝
生
に
多
く
の
テ
ン
ト
が
張
っ
て
あ
る
。
夜
に

雨
が
降
る
よ
う
な
の
で
隣
の
「
牛
乳
と
肉
の
館
」
の
玄
関
に
こ
っ
そ

り
テ
ン
ト
を
張
る
。

真
夜
中
に
土
砂
降
り
で
横
殴
り
の
雨
で
目
が
覚
め
た
。
建
物
の
お

か
げ
で
雨
も
風
も
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
。

幸
フ
ァ
ー
ム
「
遊
々
」
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ス
ル
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
六
月
の
企
画
を
自
粛
致
し
ま
す
。

今
の
と
こ
ろ
先
々
の
見
通
し
が
困
難
な
状
況
で
は
あ
り
ま
す

が
、
状
況
が
改
善
し
七
月
か
ら
は
平
常
に
復
帰
出
来
る
こ
と

を
切
望
し
て
お
り
ま
す
。

皆
様
も
、
ど
う
ぞ
ご
自
愛
下
さ
い
ま
せ
。



�

出
て
き
た
膳
を
見
て
、
私
は
一
見
こ
の
店
を
知
ら
な
か
っ
た
こ

と
に
い
さ
さ
か
な
ら
ぬ
恥
ら
い
を
お
ぼ
え
た
。
髙
価
な
も
の
を
注

文
し
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
刺
身
は
上
質
な
も
の
な
が
ら
も
そ
の
量

は
少
な
か
っ
た
が
、
あ
と
の
品
々
が
、
旅
舘
の
も
の
な
ど
と
異
な

る
自
己
の
作
品
（
？
）
を
工
夫
を
こ
ら
し
て
お
ら
れ
る
。
鰤
の
が

ら
汁
を
は
じ
め
、
牛
蒡
の
ゴ
マ
合
、
ほ
か
い
く
つ
も
の
品
が
あ
っ

て
、
私
に
強
く
印
象
ず
け
た
も
の
は
「
ク
キ
ナ
煮
」
だ
っ
た
。
こ

れ
は
青
菜
漬
を
き
ざ
ん
で
油
で
い
た
め
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
は

わ
が
家
で
は
冬
期
に
は
常
食
み
た
い
な
も
の
で
あ
る
か
ら
珍
し
く

は
な
か
っ
た
が
、
そ
の
わ
が
家
で
は
珍
し
く
な
い
キ
ク
ナ
煮
が
町

で
は
珍
品
と
し
て
売
り
も
の
に
で
き
る
。
そ
の
こ
と
に
大
い
な
る

感
心
を
覚
え
た
。
わ
が
老
夫
婦
の
家
庭
で
は
「
珍
物
」
な
ど
で
な

い
も
の
が
現
代
の
町
の
人
た
ち
の
家
庭
の
暮
ら
し
で
は
そ
れ
が
珍

物
と
な
っ
て
「
売
り
も
の
」
に
で
き
る
の
だ
。
し
か
も
そ
の
店
を

や
っ
て
い
る
ご
夫
婦
は
四
十
歳
代
ぐ
ら
い
の
若
い
方
で
あ
る
。
私

は
ク
キ
菜
煮
そ
の
も
の
よ
り
も
そ
の
二
人
の
姿
に
再
び
大
い
な
る

感
動
を
お
ぼ
え
た
。「
伝
統
あ
る
地
域
の
味
」
を
小
さ
な
店
で
売

り
物
に
し
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
は
こ
の
地
域
の
人
で
は
思
い
も
よ

ら
な
い
の
が
現
実
で
あ
る
。
そ
う
し
た
「
地
の
味
」
を
堂
々
と
掘

り
起
す
よ
う
に
し
て
メ
ニ
ュ
ー
の
中
に
入
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
ま

た
大
量
で
あ
れ
ば
品
の
な
い
も
の
に
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
小
さ
な

皿
に
ち
ょ
っ
ぴ
り
と
、
だ
か
ら
上
品
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

「
町
を
歩
く
人
が
少
な
い
」「
町
の
店
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
開
か

な
く
な
っ
て
い
る
」
そ
れ
を
地
域
の
崩
壊
だ
と
人
は
い
う
。
立
ち

あ
が
ら
せ
る
の
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
が
、
立
上
っ
て
欲
し
い

と
常
々
思
う
。

そ
う
し
た
思
い
を
叶
え
る
こ
と
の
ひ
と
つ
に
、
ク
キ
ナ
煮
が
役

を
は
た
せ
て
い
る
よ
う
に
思
っ
て
食
べ
た
ら
さ
す
が
に
す
ご
く
美

味
を
お
ぼ
え
た
の
だ
。

町
を
起
こ
す
に
は
大
き
な
力
が
必
要
で
は
あ
ろ
う
が
、
一
方
ク

キ
ナ
煮
の
よ
う
な
小
さ
な
も
の
が
人
を
動
か
す
力
に
な
る
の
だ
、

と
思
い
つ
つ
、
二
人
の
若
い
男
と
女
の
そ
れ
に
精
出
し
て
働
く
姿

が
と
て
も
美
し
く
見
え
た
。

身
近
な
こ
と
が
あ
ん
が
い
分
ら
な
い
も
の
だ
、と
つ
く
ず
く
思
っ

た
。
そ
の
理
由
の
ひ
と
つ
が
ク
ル
マ
の
こ
と
。
す
な
わ
ち
「
自
家

用
車
」
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
。
つ
ま
り
そ
れ
に
よ
っ
て
「
歩
か
な

く
な
っ
て
い
る
」
こ
と
だ
。

「
ク
ル
マ
時
代
」
と
い
わ
れ
る
以
前
は
わ
が
山
里
の
狸
森
か
ら

上
山
温
泉
の
マ
チ
に
は
お
よ
そ
十
㎞
の
山
道
を
大
人
は
も
ち
ろ

ん
、
子
ど
も
も
徒
歩
で
行
っ
た
も
の
だ
。
学
校
の
先
生
も
片
道
百

分
ぐ
ら
い
の
時
間
で
通
勤
し
て
い
た
。
夏
期
は
と
も
か
く
、冬
期

の
雪
道
も
そ
う
だ
っ
た
。ブ
ル
ト
ー
ザ
ー
な
ど
は
な
か
っ
た
か
ら

除
雪
は
さ
れ
て
い
な
い
。
だ
か
ら
犬
子
道
、
と
い
わ
れ
た
細
い
山

道
を
徒
歩
で
通
っ
た
の
で
あ
る
。

昭
和
二
十
五
年
十
二
月
十
五
日
、
私
が
中
学
校
三
年
生
の
と
き

に
、
校
舎
の
新
築
落
成
の
祝
賀
会
が
行
な
わ
れ
た
。
そ
の
日
、
式

典
の
最
中
十
一
時
頃
「
ボ
タ
雪
」
と
呼
ん
で
い
る
大
雪
が
降
っ

た
。
そ
の
大
雪
の
降
る
情
景
を
横
目
で
見
た
こ
と
が
い
ま
も
頭
裏

に
残
っ
て
い
る
。
一
時
間
か
二
時
間
も
の
間
に
五
十
㎝
ぐ
ら
い
の

積
雪
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

式
典
の
あ
と
、
生
徒
の
私
た
ち
は
紅
白
の
餅
を
も
ら
っ
て
家
に

返
さ
れ
た
が
、
大
人
た
ち
に
は
宴
会
が
あ
っ
た
。
来
賓
は
ど
な
た

様
が
何
名
お
ら
れ
た
か
知
ら
な
い
が
、
そ
の
中
の
一
人
南
村
山
郡

の
校
長
会
の
会
長
を
な
さ
れ
て
お
ら
れ
た
上
山
小
学
校
の
校
長
先

生
が
お
ら
れ
た
。
祝
賀
の
あ
と
大
雪
の
道
を
そ
の
校
長
先
生
が
帰

る
途
中
、
山
道
で
雪
の
中
に
寝
こ
ん
で
眠
っ
て
し
ま
い
命
を
失
な

っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
が
「
酔
っ
ぱ
ら
っ
て
凍
死
」
と
い
う
見
出
し

で
新
聞
で
報
じ
ら
れ
た
こ
と
を
は
っ
き
り
と
記
憶
に
あ
る
。

今
な
ら
タ
ク
シ
ー
で
送
迎
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
校
長
会
の
校
長

と
い
う
肩
書
を
も
つ
方
で
あ
っ
て
も
、
上
山
の
町
ま
で
徒
歩
で
行

き
来
す
る
、
と
い
う
時
代
だ
っ
た
。

そ
う
し
た
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
は
と
も
か
く
〝
車
の
時
代
〟
に

な
っ
て
私
た
ち
が
町
に
行
っ
て
も
、
目
的
地
に
着
く
ま
で
は
横
に

目
を
や
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
。
い
や
「
や
れ
な
い
」
わ
け
だ
。

し
た
が
っ
て
山
の
道
で
も
町
の
中
に
入
っ
て
か
ら
も
、
ど
こ
に
何

が
あ
る
か
が
わ
か
ら
な
い
。
つ
ま
り
横
に
目
が
届
か
な
い
の
か
情

景
も
状
態
も
わ
か
ら
な
い
。

そ
う
し
た
時
代
で
は
あ
る
が
、
過
日
町
の
中
央
に
あ
る
駐
車
場

に
車
を
駐
車
し
て
昼
飯
を
食
お
う
と
町
を
歩
い
た
。
昼
の
時
間
も

す
ぎ
て
い
た
の
で
近
く
に
あ
る
店
に
入
っ
た
。
そ
の
店
、
魚
店
で

あ
ろ
う
と
思
っ
た
が
、
食
事
も
出
来
る
店
だ
っ
た
。

入
っ
て
み
て
席
に
着
く
。
そ
し
て
メ
ニ
ュ
ー
を
見
る
と
髙
級
と

は
い
い
兼
ね
る
が
「
中
級
く
ら
い
」
と
は
い
え
る
所
だ
っ
た
。
魚

を
主
に
し
た
メ
ニ
ュ
ー
だ
が
い
く
つ
か
の
品
が
あ
っ
た
。
そ
の
中

か
ら
さ
ら
に
中
級
の
も
の
を
選
ん
で
注
文
し
た
。

山
里
の
暮
ら
し
ス
ケ
ッ
チ
「
車
が
マ
チ
を
潰
す
の
だ
」
佐
　
藤
　
藤
三
郎

（
著
述
業
・
狸
森
在
住
）

【
須
川
に
か
か
る
東
宮

�
�
�
�

橋�
�

】
２
０
２
０
・
６

観
る
位
置
に
よ
っ
て
風
景
が
違
っ
て
見
え
る
と
い
う
体
験

を
し
た
。
こ
れ
ま
で
こ
の
橋
を
下
流
の
左
側
か
ら
し
か
見
た

こ
と
が
無
か
っ
た
が
、
橋
の
右
側
に
あ
る
喫
茶
店
の
窓
か
ら

こ
の
風
景
を
見
た
と
き
「
オ
ヤ
ッ
！
こ
こ
は
い
つ
も
の
東

宮
橋
？
」
と
思
っ
た
こ
と
だ
。
見
慣
れ
た
東
宮
橋
だ
と
納
得

す
る
の
に
し
ば
し
あ
っ
た
。
後
日
ス
ケ
ッ
チ
に
行
っ
た
日
に

は
橋
下
に
ジ
ッ
と
川
面
を
見
つ
め
る
子
ど
も
の
姿
が
あ
っ

た
。
さ
て
、〝
東
宮
橋
〟と
は
そ
の
名
前
の
由
来
は
何
だ
ろ
う
？

（
竹
内
敏
夫
）
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一

上
山
市
観
光
物
産
協
会

〇
二
三（
六
七
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八
三
九

か
み
の
や
ま
温
泉
旅
館
組
合

〇
二
三（
六
七
二
）一
四
五
六

上
山
市
立
図
書
館

〇
二
三（
六
七
七
）〇
八
五
〇

上
山
城
郷
土
資
料
館

〇
二
三（
六
七
三
）三
六
六
〇

Ｊ
Ｒ
か
み
の
や
ま
温
泉
駅

〇
五
〇（
二
〇
一
六
）一
六
〇
〇

蔵
王
坊
平
観
光
協
議
会
　
〇
二
三（
六
七
九
）二
三
一
一

蔵
王
猿
倉
観
光
協
議
会
　
〇
二
三（
六
七
九
）二
二
一
一

山
交
ハ
イ
ヤ
ー
　
〇
二
三（
六
七
二
）一
六
一
六

観
光
タ
ク
シ
ー
　
〇
二
三（
六
七
二
）二
三
二
三

上
山
タ
ク
シ
ー
　
〇
二
三（
六
七
二
）一
一
二
二

上
山
レ
ン
タ
カ
ー
　
〇
二
三（
六
七
二
）四
一
九
〇
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窮
屈
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上
山
藩
の
幕
末
51

編
集
子

東
武
皇
帝
の
閣
僚
名
簿

・
蜂
須
賀
家
資
料

奥
州
改
元

大
政
元
年
六
月
十
五
日

御
即
位
上
野
御
宮
事
東
武
皇
帝
御
諱
陸
運

皇
后一

条
関
白
御
女
仙
台
慶
邦
養
女

九
条
関
白
太
政
大
臣
醍
醐
大
臣

執
柄
職
　
　
　
　
　
　
　
沢
大
納
言

龍
亭
大
納
言

月
卿
　
　
　
　
　
　
　
　
正
井
乃
右
少
輔

新
閑
院
少
納
言

雲
客
　
　
　
　
　
　
　
　
野
木
三
位
宰
相

越
小
路
少
将

沢
　
侍
従

奥
一
ノ
関
　
　
　
　
　
　
田
村
新
中
将

安
藤
左
近
将
監

小
栗
左
京
之
介

北
面
　
　
　
　
　
　
　
　
保
科
左
馬
長

室
賀
上
総
性
佐

七
川
土
佐
守

大
久
保
主
膳
守

頭
達
　
　
　
　
　
　
　
　
神
保
左
衛
門
尉

山
崎
大
久
保
大
膳
斎
介

蔵
人
頭
　
　
　
　
　
　
　
　
室
田
権
少
将

舎
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
品
川
大
夫

権
征
夷
大
将
軍
兼
国
務
方
　
新
三
位

藤
原
慶
邦

総
副
軍
総
裁
　
　
　
　
　
中
将
源
容
保

陸
奥
国
探
題
兼
守
衛
　
　
秋
田
侍
従

奥
羽
蝦
夷
蒼
海
兼
守
衛
　
弘
前
少
将

大
久
保
筑
後

長
尾
主
膳

土
佐

軍
師
　
　
　
　
　
　
　
　
津
倉
備
中
守

八
戸
蔵
人
佐

米
沢
少
将

桑
名
少
将

越
後
口
奸
賊
　
　
　
　
　
松
平
伊
豆
守

本
庄
宮
内
少
将

高
橋
外
記

先
鋒
　
　
　
　
　
　
　
　
多
正
之
助

白
河
口
奸
賊
防
禦
　
　
　
水
野
直
次
郎

松
平
大
学

伊
達
将
監

先
鋒
　
　
　
　
　
　
　
　
里
見
但
馬

遊
軍
兼
御
守
衛
　
　
　
　
庄
内
少
将

こ
れ
は
、
奥
羽
越
列
藩
同
盟
が
《
北
方
政

権
》
構
想
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

輪
王
子
宮
公
現
法
親
王
を
東
武
皇
帝
と
し
て

象
徴
的
存
在
と
し
て
仰
ぎ
、
閣
僚
名
を
役
割

ご
と
に
記
し
て
あ
る
。
元
号
は
「
大
政
元
年
」

と
あ
る
が
『
大
館
戊
辰
戦
史
』
に
は
「
延
壽

元
年
」
と
い
う
記
述
も
み
ら
れ
る
。
上
山
藩

軍
は
越
後
口
奸
賊
防
禦
の
任
に
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
（
傍
線
部
分
）。

栗
川
稲
荷
神
社

上
山
市
松
山
一
ー
一
ー
五
二
鎮
座

社
務
所
☎
〇
二
三（
六
七
二
）三
五
二
〇

御
祭
神
　
稲
倉
魂
命

元
旦
祭

一
月
一
日

例
大
祭
　
四
月
二
十
三
日

由
緒
沿
革

栗
川
稲
荷
神
社
は
備
中
国
庭
瀬
の
城
主

松
平
信
通
公
が
城
中
守
護
神
と
し
て
奉
祠

さ
れ
、
厚
く
信
仰
さ
れ
て
き
た
お
社
で
あ

り
ま
す
。

元
禄
十
年
九
月
出
羽
国
上
山
に
国
替
を

命
ぜ
ら
れ
、
そ
の
後
松
平
家
の
守
護
神
と

し
て
城
内
に
社
殿
を
造
り
固
い
信
仰
を
捧

げ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

大
政
奉
還
の
後
は
現
在
地
の
松
山
高
台

に
勧
請
鎮
座
を
致
し
、
年
を
重
ね
る
毎
に

県
内
は
も
ち
ろ
ん
県
外
よ
り
の
多
く
の
参

拝
者
を
迎
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
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TEL. 023-672-0330（代表）
フリーダイヤル0120-72-0330

上山温泉・葉山

MEIGETUSOU

なつかしい和（なごみ）の空間

かみのやま温泉葉山

☎（023）672-2451
http://saikatei-jidaiya.jp

各種ギフト・お土産品もございます
（発送も承っております）

フリーダイヤル 0120-08-2351
〒999-3225 山形県上山市楢下1233-2

TEL（023）674-2351
FAX（023）674-2515

株式
会社

こんにゃく懐石膳
お客様の接待、ご会合等にもご利用ください。




